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研究分野：花き園芸学 
科研費の分科・細目：農学・園芸学・造園学 
キーワード：バラ、病害抵抗性、遺伝子マーカー、根頭がんしゅ病、根腐病 
 
１．研究計画の概要 
(1) 4倍性の PEKcougel と4倍性 Rosa mu

ltiflora の交配について、4倍性 Rosa m
ultiflora は５月中旬の開花期に  PEKco
ugel の花粉を用いて人工交配を行う。P
EKcougel は四季咲きであることから、随
時開花した個体を用いて4倍性 Rosa mu
ltiflora の花粉を交配する。 

(2) 平成20年度の研究結果から、Rosa mult
iflora を種子親とした場合には120日、P
EKcougel を種子親とした場合には100
日目の果実を採取し、胚を摘出して胚培養
を行い、種間雑種によるF1個体の枯死を
回避してF1個体を獲得する。 

(3)胚培養によって成長が見られた個体につ
いて、順化、鉢上げを行う。 

(4)鉢上げした個体について、本申請で購入し
たプロイディーアナライザーを用いて倍
数性の確認を行い、4倍体であることを確
認する。 

(5)平成21年度に得られた3個体のF1につい
て、PEKcougel および Rosa multiflora 
の特異的プライマーを用いて交雑後代の
検証を行う。 

(6)平成21年度に得られた3個体のF1につい
て、既開発済みの根頭がんしゅ病検定法
（節間部接種法）を用いて根頭がんしゅ病
抵抗性検定を実施するとともに、同様に既
開発済みの根腐病抵抗性検定法（人工気象
装置と循環式Ebb&Fowシステムを用い
た検定法）を用いて根腐病抵抗性検定を実
施する。 

(7)抵抗性検定が終了した F1 個体を用いて、
RFLP、SSR、STS、SNP などによる DNA
多型を検出するための準備を行う。 

 
２．研究の進捗状況 

4倍性Rosa multifloraの開花期（５月中旬
）に2185花にPEKcougelの花粉を交配する
と共に、PEKcougelについては随時開花し
た83花に4倍性Rosa multifloraの花粉を交
配した。Rosa multiflora を種子親とした場
合には、実体顕微鏡下で子葉胚に達したこ
とが確認できた交配214日後に果実を採取
して245個の胚培養を行った。PEKcougel 
を種子親とした場合には90日目の果実を採
取し、245個の胚を摘出して胚培養を行った
。胚培養の実施にあたって、植物用有害生
物防除剤Plant Preservative Mixtureを用いて
雑菌汚染を回避した。4倍性Rosa multiflora
とPEKcougelの交配によって得られたF1個
体は、2011年3月段階で４個体であり、鉢上
げ後にプロイディーアナライザーを用いて
4倍体であることを確認した。 
平成 21 年度に得られた 3 個体の F1 につ

いて、KSN マーカー及び OPAKM1 マーカ
ーを用いて交雑後代の検証を行い、これら
はいずれも交雑後代であることを検証した。
これら 3 個体の F1 について、既開発済み
の根頭がんしゅ病検定法（ex vitro 浸漬検定
法）を用いて根頭がんしゅ病抵抗性検定を
実施した結果、‘F1 No.1’、‘F1 No.5’、‘F1 
No.6’のいずれも PEKcougel と同等の根頭
がんしゅ病抵抗性を示した。根腐病抵抗性
については、本年度において検定には至ら
なかった。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

研究計画の（１）～（５）については、予
定通り研究を実施し、成果が得られた。しか
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し、（６）については根頭がんしゅ病抵抗性
検定が終了できたものの、根腐病抵抗性検定
を実施できなかった。また、（７）について
は F1 個体が３個体であることに加え、抵抗
性検定が完了しておらず、実施できなかった。 

 
４．今後の研究の推進方策 

(1) 4倍性のPEKcougelと4倍性Rosa multif
loraの交配及びPEKcougelと4倍性Rosa 
multifloraの交配を平成22年度と同様に
実施する。 

(2) Rosa multiflora及びPEKcougelの正逆
交雑で得られた果実から胚を摘出して胚
培養を行い、F1個体の獲得を平成22年度
と同様に実施する。 

(3)胚培養で成長した個体について、順化、鉢
上げを平成22年度と同様に実施する。 

(4)鉢上げした個体の倍数性の確認を平成22
年度と同様に実施する。 

(5)平成21年度に得られた3個体のF1につい
て、既開発済みの根腐病抵抗性検定法（人
工気象装置と循環式Ebb&Fowシステム
を用いた検定法）を用いて根腐病抵抗性検
定を実施する。 

(6)抵抗性検定が終了した F1 個体を用いて、
RFLP、SSR、STS、SNP などによる DNA
多型を検出するための準備を行う。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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